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［概　要］　

　共同研究に関しては，「人間文化研究機構基幹研究プロジェクト」（５課題），「基幹研究」（２課題３ブランチ）
及び「基盤研究」８課題（新規３課題，継続５課題），開発型共同研究１課題，共同利用型共同研究８課題を推進
した。
　人間文化研究機構基幹研究プロジェクト（平成28年度～）は，人間文化の新たな価値体系の創出に向けて，国内
外の研究機関や地域社会等と組織的に連携して現代的諸課題の解明を目指す６年間のプロジェクトであり，その研
究のスタイルにより「機関拠点型」，「広領域連携型」及び「ネットワーク型」の３つのタイプがある。歴博では「機
関拠点型」として「総合資料学の創成と日本歴史文化に関する研究資源の共同利用基盤構築」，「広領域連携型」と
して「地域における歴史文化研究拠点の構築」，「古代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」，「ネットワーク型」
として「ヨーロッパにおける19世紀日本関連在外資料調査研究・活用─日本文化発信にむけた国際連携のモデル構
築─」，「北米における日本関連在外資料調査研究・活用─言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築─」
を推進した。
　当館の基幹研究は，「近代日本社会の形成・展開についての学際的・国際的研究」（平成30年度～）と，「水と人
間の日本列島史」（平成31年度～）の２課題を推進し，前者は令和３年度で２ブランチすべてが終了し，後者は「水
をめぐる生活世界-実用と信仰の視点から-」が次年度終了予定である。
　基盤研究（課題設定型）は，「日本植物文化史の分野横断的な検証と展示手法の再構築」「家内における死者祭祀・
祭具の現在とその歴史的検討：変容するモノ・家族・社会」「定期市からみた地域の生活文化の歴史と多様性に関
する研究」「秦漢時代の文字使用をめぐる学際的研究」「映像による民俗誌の叙述に関する総合的検討-製作とアー
カイブスの実践的方法論の検討-」などがある。　基盤研究（館蔵資料型）では，「奈良暦師吉川家文書を中心とす
る暦・陰陽道研究の史料基盤形成」（京都女子大学・教授・梅田千尋），「番方旗本家に関する総合的研究─大番士・
儒者杉原家文書を中心に─」（国文学研究資料館・プロジェクト研究員・三野行徳）が最終年度を迎え，「『広橋家
旧蔵記録文書典籍類』を素材とする中世公家の家蔵史料群に関する研究」（学習院大学教授・家永遵嗣）の継続課
題のほか，「高度情報化による古代中世の寺院および荘園の総合的研究─額田寺伽藍並条里図と栄山寺寺領文書を
中心に─」が新規課題となった。
　歴博研究映像の共同研究では，「歴博研究映像の制作・保存・活用─苧麻文化の映像記録化を中心に」（多摩美術
大学・春日聡）が最終年度を迎えた。
　若手研究者（本館の助教）を対象として，新規課題発掘と人材育成に取り組む「開発型共同研究」は，「歴史災
害研究のオープンサイエンス化に向けた研究」（本館研究部助教・橋本雄太）が最終年度を迎えた。
　「機関拠点型」の人間文化研究機構基幹研究プロジェクトでは，メタ資料学研究センターを中心に，全国の大学・
研究機関等と連携しつつ共同研究を推進している。今年度も，奨励研究の外部公募（７件）を行っている。また総
合資料学の関連で，産学連携の共同研究として推進した花王株式会社との「清潔と洗浄をめぐる総合的歴史文化研
究」（平成29年度～）を完了し，国立歴史民俗博物館・花王株式会社編『〈洗う〉文化史─「きれい」とは何か─』（吉
川弘文館）を刊行した。
　また，若手研究者育成への新たな取り組みとして，単年度で行う共同利用型共同研究（館蔵資料型，分析機器・
設備利用型）の公募を行い，今年度は７件を採択した。この成果の一部が学位論文や学会発表に活かされているケー
スが確認されるとともに，本館の館蔵資料情報の充実にも成果の反映が期待されている。
　さらに，大学共同利用機関法人４機構合同で異分野融合・新分野創出を支援するための機構間連携・異分野連携
研究プロジェクトとして，高エネルギー加速器研究機構とともに行う「負ミュオンによる歴史資料の非破壊内部元
素組成分析」（研究代表：齋藤努）を継続し，７月と12月にシンポジウムを開催して成果の公開を行った。
　各共同研究の成果は，『国立歴史民俗博物館研究報告（特集号）』として継続的に刊行されてきているが，本年度
は，229号から234号までの６冊（うち，234号は通常号）を刊行した。
　一方で，研究・調査活動の原資である運営費交付金が削減されていく状況において，外部資金を導入しつつ研究
の活性化を進めることは本館が取り組むべき課題であるが，科研費申請にあたっての支援経費の助成等の取組みを
継続した。
　海外の大学等研究機関との国際交流事業は，国際企画室のもと，第３期中期目標・中期計画期間においてその強
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化を図ることが課題となっているが，本年度は，学術交流協定に基づき，７件の国際交流事業を実施した。国立
（インドネシア）との国際シンポジウム「近代東アジアのスポーツ世界と身体」（2021年５月13日・14日　主催：国
立成功大学人文社会科学センター，国立台湾歴史博物館，国立歴史民俗博物館）等を開催した。また，日本関連
在外資料調査研究では，前年度より引き続き， ジュネーヴ市立アリアナ美術館（スイス）において，チューリッヒ
大学とも連携し，国際連携展示「菊・龍・サムライ─アリアナ美術館所蔵の日本陶磁」（2020年12月11日～2022年
１月９日※新型コロナウイルスの影響で2020年12月24日から臨時休館。2021年３月１日再開）を開催した。また，
ダラム大学東洋美術館（イギリス）において，国際連携展示「Monogatari： the art of storytelling in Japanese 
woodblock prints」（2022年１月28日～2022年５月15日）を，ジュネーヴ市立版画キャビネットおよびチューリッ
ヒ大学との連携により，ジュネーヴ美術歴史博物館（スイス）において，国際連携展示「明治の日本─ハインリッ
ヒ・フォン・シーボルトの収集品から」（2020年２月13日～2020年８月11日 ※新型コロナウイルスの影響で2020年
３月11日から臨時休館。2020年７月２日再開）を開催するとともに，ジュネーブ市立アリアナ美術館においては国
際連携展示「SURIMONO」（2022年３月18日～2022年８月21日）をこれまでの研究の成果をもとに開催した。
　このほか，外国人研究員１名（韓国）を受け入れ，共同研究や総合展示等の調査・研究活動を推進するとともに，
協定機関との人的ネットワーク構築や共同研究のシーズ発掘を継続した。

　研究推進センター長　　三上　喜孝
　

3

Ⅰ　研究・調査活動　－研究推進センター－


